
令和６年８月伊豆の国市長定例記者会見 

                   記者発表資料№７ 

タイトル 「令和６年度韮山反射炉講演会」の開催について 

担 当 課 
教育部 文化財課 担当：落合 将 

（電話：055-948-1428 内線：2563）  

 

１ 開催の目的  

   韮山反射炉の普及と未来への継承を目的として、韮山反射炉を愛する会と伊豆の

国市の共催による、韮山反射炉講演会を実施します。 

 

２ 開催要領 

日  時：令和６年９月29日（日） 

場  所：韮山文化センター 大ホール 

時  間：13時30分～15時（開場 13時～） 

対  象：どなたでも 

申し込み：不要 

参 加 費：無料 

定  員：３００名（先着順） 

 

３ 内容 

演  題：「韮山から諸藩に広がった反射炉ブーム」 

  講  師：植松 三十里 

（小説家「リタとマッサン」「黒鉄の志士たち」等多数の著者） 

   江川家と佐賀藩との間の情報共有から始まった反射炉建設が、ペリー来航後に評

判になり、反射炉を持たねば大藩の面目が立たぬと言わんばかりに様々な場所に建

てられ、韮山だけが残った経緯や、先生が理解した反射炉の鉄の性質について。 
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韮山反射炉を愛する会事務局    〒410-2323 伊豆の国市大仁597-2 
TEL: 0558-76-0030  / e-mail: izu15station@road.ocn.ne.jp

共催：韮山反射炉を愛する会 × 伊豆の国市

ご予約不要 / 入場無料

2024.9.29
SUN

韮山時代劇場

植松三十里氏プロフィール

1954年生まれ、静岡市出身。

静岡雙葉高等学校、東京女子大学史学科卒業後、婦人画報社編集局入社。

7年間の在米生活、建築都市デザイン事務所勤務などを経て、フリーラン

スのライターに。平成15年「桑港にて」で歴史文学賞受賞。平成21年「群

青　日本海軍の礎を築いた男」で新田次郎文学賞受賞。同年「彫残二人」

で中山義秀文学賞受賞。現在、東京都武蔵野市在住。「鹿鳴館の花は散ら

ず」など著書多数。

13:30-15:00 (開場 13:00)

伊豆の国市四日町772

大ホール大ホール
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